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今、なぜ生涯スポーツが必要なのか
~専修大学における体育での取り組みと生涯スポーツへの傾倒~
s 専修大学の成長と体育施設の変遷
私は昭和37年に専修大学に入職しました。本
年度で48年間、専修大学に務めたことになりま
す。現在の学生はその頃産まれてもいないし、
ひょ っとしたら学生の両親も産まれていない
時期かも知れませんo入職したころは日本がま
だ経済的に安定する前で、その頃の一番有名な
台詞のーっとして「大学は出たけれど」という
き葉がありました。大学を卒業しても就職先が
全然ない。まして高卒とか中卒というのはほと
んど就職先がみつからない時代でした。それで
「大学を出れば何とかなるのではないか」とい
うことで、大学の学生が徐々に増えてきた時代
でした。
今は20才人口が127万人で、その5割が大学に
入学するようになりました。私の入職時の20
才人口は180万から200万人ぐらいおり、大学に
入る人口はそのl割ぐらいの20万人程度でした。
当時の専修大学は規模が非常に小さくて、各学
年で1000人も入れば良かったという時期が長く
続きました。
遡りますが、昭和24年に新制大学制度ができ、
そのときに専修大学は新制大学の認可を取る
ための申請をしました。大学の施設などが問題
になりましたが、条件付きで認可にこぎ着けま
した。慶腰とか明治、早稲田と同じように昭和
24年の最初に新制大学の認可を受けました。
ところが、 24年の受験生は300人くらいで入
学したのは30人。卒業するのは30人くらいでし
た。それが昭和24年、 25年頃の状況でしたD そ
のような状況が10年ぐらい続きましたが、34年、
35年頃から少しずつ大学に入ろうとする人たち
も増えてきました。ですから、その後受験生が
2000人になったときにお祝いをしたぐらいでし
た。それから受験生が3000人になり37年から38
年頃には4000人から5000人になっていました。
そのころまでは、入学はしたけれど卒業しない
という学生が非常に多く、途中で就職が決まる
とそれで大学生活を終える という時期でした。
その後、専修大学はある時期から入学志望者
が5000人になり、そしてl万人に増え、一番多
いときには受験生が5万人にもなりました。受
験生が5万人というのは、専修大学で受験生が
最も多い時期です。そのときは、明治大学や中
央大学などの主要私学と受験者数はそれほど
差がありませんでした。それで専修大学は学部
が色々できて、商経学部だ、ったのが経済学部と
商学部に分かれ、それから文学部ができました。
5学部という時代が非常に長かったのです。そ
れがその時期の専修大学の内容です。
今は6学部で来年からは7学部になりますが、
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それでも定員はあまり変わりません。でも大学
の規模は非常に変わってきました。私が大学に
入った37年度の頃はこの辺りは野原でした。雑
木林があり、今のl号館と2号館がようやくでき
た頃でした。それから正門の真ん前の所に日本
電気の事務所の跡の木造二階建てがあり、そこ
が大学の事務本部でした。
そのときは学生も教職員も少なくて、仲が非
常に良く一体化していました。その後番号の通
り2号館の後に3号館ができ、続けて4号館、 5号
館とでき、今はついに10号館までできました。
そのかわり、建物ができた分だけキャンパスの
中の運動施設や広場がほとんどなくなってい
きました。 37年、 38年には野球場があり陸上競
技場があり、それからラグビ一場、バレーボー
ルコートと運動施設がたくさんありました。野
球場には観覧席も備わっており、 90m以上の外
野席まで整備されていました。
正門入ってすぐの左側に第一体育館もあり
ましたが、それは非常に歴史の短い体育館です
ぐなくなることになりました。なぜかというと、
その場所に新たに校舎を建てなくてはならな
くなったからです。そのように色々な形で、造つ
ては壊し、壊してはまた建てるということを繰
り返して現在に至っています。
6号館はもともと学生寮でした口それから6号
館と5号館の聞にはラグビ一場がありました。
校舎を建てるために運動場を全部つぶしまし
た。最近では野球場をつぶして10号館を造った
という結果もあります。先ほど述べたように専
修大学には様々な運動施設がありましたが、現
在ではグラウンドらしいグラウンドは、北グラ
ウンドくらいになってしまいました。テニス
コートが何面かありますが、学生に対して十分
な体育施設があるとは言えません。
s 体育の授業と研究テーマ
最初の頃は、今では大変不思議なのですが、
正式な職員ではなくても授業をしなければな
らないということで、私には「体育講師」とい
う名前が与えられました。当時は「体育講師」
と「実技講師Jというのがありました。体育
系大学を卒業した教員は体育講師、専修大学の
卒業生で体育の助手になった人は、実技講師と
呼ばれました。年俸や手当などに全部差があっ
て、昇格にも体育講師と実技講師には差がつけ
られていました。 12、13年の閉そのような差の
中で教壇に立ちました。
実技講師ですから、授業では学生と一緒に実
技をやるのが全てでした。その一方で、体育理
論の先生がいました。理論の持てる先生は全て
教授で、しかもある程度年齢のいっている人が
持つことになっていました。結果として私は22
才で入職し、理論を持つまでに23年ほどかかり
ました。助手から講師になって助教授になり、
教授になってもなかなか理論を持てませんで
した。今はそういうことはありませんが、そう
いうような教員の中で差別的な状況があった
時代もありました。
当時、私は実技ばかりやっていました。元々
は東京教育大学、今の筑波大学で、バスケット
ボールをやっていた人間ですから、指導もそ
れさえやっていれば良かったのです。バスケッ
トボールは学生より少しレベルが高いもので
すから、学生と一緒にやりながら教えることに
よって授業を済ましていました。
そのうちに、実技だけをやっている訳ではな
く、授業研究をどのよっにしていけばよいか、
ということになっていきました。私たちの取り
組みを学会に発表するためにはどのような勉
強をしなければならないかを考えました。
私自身、元々は体育方法論と言って体育の指
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導法やコーチング学が専門でした。学生にどの
ように指導すれば各スポーツを上達させるこ
とができるのか、もしくは指導法の中でどうい
うように効果のある指導法を作れるか、という
ことをおよそ10年勉強しました。今考えるとそ
の頃の体育系の学会の発表内容ほとんどは、体
育方法学、コーチング学が多かったと思います。
ある時期からそのような研究テーマを離れ
るようになりました。少しずつ学生より自分の
体力が落ちてきたからです。そこで、発育・発
達学、それから体力学といった学問領域に少し
ずつ入りながら、自分も体力を維持することを
考えるようになり、体力的な問題、人間の発達
の知識、そういうことを随分勉強しました。
その頃、専修大学には杉靖三郎先生といって、
カナダのハンス・セリエのストレス学説を勉強
してきて、そのまま東京教育大の教員となった
先生がいました。彼が広めたストレス論が非常
に日本でも社会的に認知されていました。それ
でストレスとは何かということと、心理学の勉
強をし始めたときに、内田クレペリンというの
に出合いました。内田クレペリンというのは、
数字がずっと並んでいるのを次々に行を変え
て足し算していって、その結果のグラフによっ
てその人の性格を判断したり、そのときの状況
を判断したりする検査方法です。
内田クレペリンという名前は内田という人
の名前を使っているのですが、本当は内田・小
林クレペリンと言った方がよいと思います。内
田先生と対等に、小林晃夫先生という人がいま
す口その先生もやはり東京教育大から専修大学
に来た先生なのですが、その先生に色々なこと
を教わりながら、内田クレペリンの研究をやは
り5年から6年やっていました。
けれどそのとき運動選手がクレペリンを
やっていても、どう見てもその人間の性格がク
レペリンのみで評価できるわけではないとい
うことも、分かってきました。このような研究
をしているうちに、自分の関心は地域における
体育やスポーツに移ってきました。
s 生涯スポーツへの傾倒
仲間が様々な都道府県の役人とか、県の体育
科の主事をしていた人たちがいましたので、大
学での研究を離れて、地域の体育やスポーツへ
の取り組む場面を見せてもらったり、その活動
報告を聞くようになり、地方行政というものに
非常に興味を持つようになりました。東京のス
ポーツの実態と、地方の実態というのがどう違
うのか、東京ではこうやっているけど、地方で
はどうなのか。それから国体というのは何なの
か。ということに大分興味が傾きました。
あるとき、「生涯学習」、「生涯スポーツjと
いう言葉を見ました。「ロングライフ・スポーッ」
や「ロングライフ・エデュケーションjはけし
て古いものではなく、 1960年代から使われるよ
うになった言葉です。誰もがいつでも運動がで
きる場面を作ろうというヨーロッパを中心と
した国際的な動きの中で、 1965年にジ、ュネーブ
で生涯スポーツの考える場を作られました。
そのときから生涯スポーツやロングライフ・
エデュケーション、ロングライフ・スポーツが
表面に出てきました。ちょうど1965から1966年
の頃でしたが、僕はそのときはまだ、大学に入っ
たばかりで、そういう言葉を知りませんでした。
自分が45、6歳になって、自分の状況と重なっ
たのでしょうか、その言葉にいろいろな面で刺
激を受けまして、それでは生涯スポーツと生涯
学習を研究テーマのーっとしようと考えるよ
うになりました。
生涯スポーツと生涯学習は非常に微妙な関
係ですが、以前は生涯学習の中に生涯スポー
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ツが含まれているような形で使われていまし
た。ところが今は、生涯スポーツが独立してい
る形となっています。生涯スポーツが健康の維
持 ・増進(長寿)に関係があるからです。日本
が世界の最高の長寿国となったのはもう20年も
前ですが、その他にもイギリスやデンマーク、
スウェーデンといった世界の長寿国といわれ
る国は、なぜ長寿になっているのか。国が国
民を長生きさせることは文化のレベル関わる
こと言われるようになっています。世界では、
今でも平均寿命が60才以下という国が大多数
なのです。
s 日本における生涯スポーツの現状
日本、イギリス、フランスなどやヨーロッ
パのある一部、それからカナダなど男女とも
平均寿命が80才などという国は本当に少ない。
平均寿命の高い園、それは一つの文化国家で
す。固として国民の健康レベルのことまで考
えられる国とは非常に少ない。そこで次には、
人間の生涯というものをどのようにコント
ロールできるかということが国の方針として
問題になってくる。それはどういうことかと
いうと、今日本は60才以上の人口が全体の115
か114になっています。日本は世界で最初に少
子高齢化社会になっており、言わば文化の最
先端ですD
ところが他の国はまだ1/5なんてことはあり
ません。それはなぜかというと出生率が高く、
少子化にはまだなっていないために、現在も
人口がピラミッド型になっています。日本は
そのピラミッド型が大きく崩れ、今やビヤ樽
型と言って中聞が膨れていて上の方も死んで
いかない。人口統計研究所が日本は少子化に
なるといってからもう30年以上になりました。
昔は出生率が2.0を切ったら非常に問題にな
りました。フランスとやイギリスは少子化とい
うことが言われはじめたとき、例えば女性が一
生の間産む子供の数が1.7人になったときには、
フランスは国の政策として、子供を3人産んだ
女性に対してその女性が悠々と生活が出来る
くらいの養育料を補助するという国策をとり
ました。だからフランスは少子化にはなりませ
んでした。
同じようにイギリス、 ドイツ、スウ ェー デン、
デンマークなど、文化が高い固などはそういう
ことをやっています。
ところが今日本は1.3人を切りつつあります。
この間やっと問題が出てきて1.32から1.37に
なったと喜んでいますけど、安心するような状
態ではない。フランスは1.7になったときに国
で一人の女性が子供を2人もしくは3人産むこと
を勧めて、父親がいなかろうがその女性はその
子供の養育費で十分生活ができる状況にしま
した。日本は相変わらず1.5や1.4になっても何
の政策も作らない。高齢化社会で、人口バランス
が崩れているのを知りながらも、もう30年ず、っ
と少子化を続けているo
その理由の一つには、日本は非常に国土が狭く
て、 1億3000千万人の人口が国土に対して多い
という固定観念がずっとあったのです。日本は
どれくらいの人口があれば一番良いのかとい
うと、大体8000万人くらいであるという学者の
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説もありました。しかし現実には少子高齢化に
よる様々な問題が挙げられるようになり、必然
として生涯スポーツ、生涯学習が注目されるよ
うになってきています。
日本人の平均寿命は、女性は85歳、男性もと
うとう80歳に近い78.6歳まできています。もし
高齢になっても、健康で健やかな状態の老人が
多ければ国としての問題は全くありません。と
ころが、高齢者は病気にかかりやすい。体が弱
くなりますから病院に多く擢るようになる O そ
れが今の日本の現実です。その老人に対する医
療費が、国の政策から国家予算まで様々な影響
を与えるようになっています。
寝たきりになった高齢者が一人いると、だい
たい6人の犠牲者がでると言われています。ょ
うするに6人の人たちがそれに関わるために時
間を取られるといつことです。だけどその一人
の老人が健康でさわやかに生きられて、しかも
人の面倒が見られるような状況に持っていけ
ば、その人的な時間の負担や薬代などの経費な
どが全部いらなくなります。厚生労働省が率先
して生涯学習、生涯スポーツを各地方自治体に
実践してほしいと主動的に動いています。文部
科学省と一緒にグラウンドがあり体育館があ
りプールがあるょっな広域スポーツクラブ、要
するに大きなスポーツクラブを大体一つの県
に少なくとも5つ造ろうとしています。ところ
が予算が潤沢にあるわけではありません。東京
都はいくつか備わっていますがその分人口が
多い。地方ではいま福岡がこういうスポーツク
ラブを現実に施設として持っています。福岡だ
けで10ヵ所もあり、これが人口に対して最も
一番多いのではないかと思います。
その他にも富山や神奈川はスポーツ施設を
ちゃんと造って、県民もしくはその現場の人た
ちがある程度運動ができるような状況になっ
ています。一方、例えば埼玉県は東京に近いの
ですが、このようなスポーツクラブは4ヵ所ぐ
らいしかない。埼玉県民は、仕事で東京へ多
くが出てしまうのが原因かもしれませんがス
ポーツ施設は非常に少ない。結果として、身体
活動をしないまま年をとってしまうという環
境になってしまう O
生涯スポーツというのは、もちろん高齢者だ
けが対象ではありません。生涯というのは色々
な年齢の積み重ねですから、それぞれの場面で
スポーツをする環境が提供される O それが原点
です。生涯学習というのはもともとこれが生涯
学習だというのはないのです。例えばダンスが
好きな人、それによって自分がストレスを溜め
ない、それから健康でいられるということがあ
ればそれで十分だ、し、それから読書でも、映画
とか創作ものを鑑賞することでも生涯学習で
す。それから自分が物を造る、創造というのも
生涯学習だし、いろいろな形で生涯学習はあ
ります。
元々スポーツという言葉は、日本では競技ス
ポーツというイメージをもっ傾向がある口ス
ポーツの言葉そのものは、英語の中では“身体
活動全て"をスポーツと言っているわけです。
一番古い“リスポーツ"というのは“物を移動
する"という意味です。物を移動させるという
ことは身体活動の一つだし、ある場面から次の
場面に動かすリスポーターというのは位置を
変えるという意味です。
スポーツというものは元々身体活動全てい
います。最近日本では、“頭脳スポーツ"と言
うようになりましたが、世界の国ほとんどはそ
の頭脳スポーツをスポーツのーっとして見て
いる O 例えば皆が知っているのは囲碁とかチェ
ス、今はパソコンでやるゲームもあるし、専門
のゲーム機を買ってやるゲームもある O あれも
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みんなスポーツなのです。それからもう一つ言
うと創造的な絵画、絵を描くこと O それから彫
刻をすること O それから何かを造る O これも身
体活動ですからスポーツの中に入るわけです。
山を歩いたり野原を歩いたり、移動することは
スポーツの原点みたいなものです。人間が体を
動かして何かをすることは全部スポーツと捉
えるべきだとなっています。
s 人間の発育・発達と運動(スポーツ)
人間は胎児、母親の中にいるときはとても考
えられないくらい動いています。一時もじっと
していない。母親のお腹を蹴ったり手を伸ばし
たり、それから足を屈伸させたりするというこ
とは、自分が外へ出て乳児になったときの準備
運動を母親の体の羊水という水の中でやって
いるわけです。それはもう人間としての身体、
生涯スポーツの最初なのです。それで出てきた
途端からは、皆さんも知っているように子供の
運動量はすさまじい。それから新生児から乳幼
児になったときに目も離せないように動きま
わるわけです。生涯スポーツなんてことを考え
なくても、人間としての必要性で、自分が長い
間生きるということを意識しているか否かは
別として、その十分な体力と身体能力それから
バランス、それから敏捷性とかそういうものを
全部自分の体に取り入れて発達していくため
に、動いているのです。
最近はお母さん方が、早く立たせて早く動か
すということをやってしまうことがあります。
これは必ずしも良いことではないのです。人間
は原点に近いころは四足で歩いていました。だ
からその骨格というのは未だに変わっていな
いのです。立って歩くというのは、たかが5億
年かその程度の歴史しかないのです。四足の骨
格がいまだに骨盤にもあるし、肩の行動範囲に
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も印されています。赤ん坊がハイハイという形
で四足で動く、そのときの運動能力を十分発達
させないということは、その後の少年、青年そ
れから壮年になったときの筋力のバランスが
崩れる原因になる O 早く歩かせるというのは
決して良いことではないのです。
人間は乳幼児のころは膝を着いて前に手を
f吏って移動する Oこれが人間の元々の骨格形成、
それから筋肉のバランス非常に大切な事で、こ
こを早く歩かさされる O 歩かせれば歩くのです
が、ところがそういう子供が乳幼児のときに十
分な両足運動をしないで大きくなると、バラン
スが非常に悪い可能性があるわけです。このこ
とは医学界でも非常に問題になっており、幾つ
までハイハイをさせるかということは厳密な
数字は出ていませんが、十分やらすということ
が必要と言われています。少々歩き出して二足
で動くことが遅くなっても、それより四足で十
分歩かせたほうが身体バランス、骨格のっくり
などは非常にしっかりしてくるのです。
日本人は昔から腰が強かった。筋力が他の人
種よりも多いわけでないのに、腰の強い人間多
かったというのは、畳の世界だ、ったために早く
立たせるという意識がほとんどなかったから
と言われています。幼児のときにそこ発達を問
題なく過ごせれば、幼稚園、小学校へ行って低
学年の間は十分な身体活動ができるわけです。
ただもう一つ、生涯学習の中で最も注意しなけ
ればいけないのは、筋肉とか骨格とか、内臓の
諸機能とかとは別に、リズム感とか音感という
脳の中の特殊な部分、感性の問題などが、 3才
前後でおおよそその人のレベルが決まってし
まう O そこで今、非常に早期の、例えばバイオ
リンなどは3才ぐらいからやらせたほうが良い
とか、ピアノそれから他のスポーッゃなんかも
そのような傾向になりつつあります。大多数の
ゴルファーは3才頃からやっているとか、今女
子のゴルファーでは色々な選手が出ています
が、彼女たちは大体始めたのは3才から4才のと
きに父親に教わって始めた連中が多い。タイ
ガーウッズも3才から始めています。そのころ
は、そのときに感性の部分とは非常に発達す
るO 専門的な運動ばかりを進めることは問題
もありますが、この時期の発育はうまくケアし
なくてはいけない。だから身体能力の中で、そ
の部分だけは早期教育が必要だということも
覚えておいてください。日本は昔から、 6才の6
月6日に何かを始めることが風習になっていま
す。例えば武士だ、ったら初めて木万を振るって
剣術を習うとか、歌舞伎の俳優は事始めと言っ
て歌舞伎の所作を習う O 踊りの師匠の息子とか
娘は6才と6月6日に始めるという昔からの伝統
があります。何故6才なのかというと、そのこ
ろの事始めが一番良いのだという謂れがある
からなのですが、現実には本当はその6才では
遅いのです。 3才で大体その部分は発達しきっ
てしまうので、そのときうまく刺激を与えるこ
とが大事なのです。
日本のは幼稚園教育というのは年少組、年中
組、年長組という3段階に分かれています。も
うそろそろ幼児教育の1年生を6才からではなく
て、もっとレベルを低くしてちゃんと教育する
段階でないかといわれています。ヨーロッパは
もう小学校とは別に、もう一つ下げた教育をし
始めている O それは何故かというと、いまいっ
た感性、要するにリズム感とかバランスとかは
そのときに刺激を与えることが良いというこ
とが一般的になっているからです。
s 教育と生涯スポーツ
日本は決まりというのを変えづらい国で
す。特に教育、学校行政、教育行政においては
GHQが昭和23年、 1948年に日本政府に6・3・3・4
制の教育をあてがわれたきり何にも変えてい
ない。こんな国は他にはありません。アメリカ
なんかは10年毎に変えて、変えすぎだとしょっ
ちゅう言われていますが、アメリカは教育権が
州にまかされていますので、州ごとで違うし頻
繁に制度が変わります。ヨーロッパも良いこと
がはっきりすれば、良い方にもっていくという
ことを平気でやりますが、日本はとうとう62年
間ず、っと変えませんでした。変えようともしま
せん。結果として偏差値教育という変な教育に
なっています。
成績の良い子は、知力があるのではなくて要
するに点数の取り方、知識の積み重ねだけでそ
れを応用することを知らないで、カッコの中へ
数字を入れる、 Oxを付けたりという技術だけ
で成績が決まるというのが今の世の中です。こ
れは生涯学習、生涯教育で問題点のあるところ
と言えるでしょう。
それから児童のも高学年になると、骨格、そ
れから性差というものが問題になってきます。
その後少年期になると完全に男女が違って身
長、筋力、そのいろいろな差が出てきて、一人
前の体になるべく育ってくるわけです。その
ときに大事なのは、その時期に必要な身体学を
ちゃんと学ばせる。もう一つは健康のために必
要な栄養と睡眠のバランスを良くとること O 今
みたいにゲームやっていて夜中の2時や3時まで
平気で起きていて、しかも学校へ行けば偏差値
教育の知識を覚えるためだけの、技術的なテク
ニカルなことばかり覚えているようなことば
かりやっていれば、必ずしも心身ともに健康な
状態にはならないのです。現実には生涯教育の
中でこの辺りの習慣が問題なってくるのです。
これらの過程を経て、高校、大学の時期とな
ると、スポーツを自分でやる人とやらない人と
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が決まってきます。スポーツを容認する人は、
場合によってはやり過ぎるくらいやることも
あります。ところがやらない人は極端にスポー
ツをやらないままに高校を卒業し、大学を卒業
し社会人になっていく D このような例が非常に
多くなっています。
したがって、バランスが取れないままに成長
してしまうわけです。骨格というのはある程度
の負荷を与えることによって十分な発達を遂
げるはずなのに、そこのところを経ないまま大
人になってしまう O 以前は若年生高血圧とか、
若年性糖尿病など、ょうするに運動不足によっ
ておきる病気なんて、少なくとも40年ぐらい前
は日本にはなかったのです。若年性高血圧と若
年性糖尿病は今後とも非常に問題になります。
それは両方とも運動不足のせいなのです。
昔はクラスのリーダーというのはスポーツ
のできる子。もしくは運動能力のある子が学校
のリーダーだ、った。ところが今はクラスのリー
ダーは知識をいっぱい持っていて、点数が良い
子がクラスのリーダーです。その差が今どんど
ん出ています。それを直そうとしないのは、さっ
きいった学校行政が一つも変わっていないと
いうその何十年の積年の積み重ねと言えます。
変えたとしてもl、2年では上手くいかないと思
いますけど、そろそろその事も真剣に考えなく
てはいけません。
青年になるのがいつかというのは、いまいろ
いろな形で話題になっています。それは選挙権
の問題もありますし、成人式というのも20歳で
やっている o 18才にしたらいいではないか。選
挙権も18才で持たせるべきではないかという話
もあります。でも精神的な面は別として、骨格
とか人間の体ができ上がるのは、十分な運動を
した場合でだいたい21か22才。最も中には24才
まで成長発達する場合もありますが、女性の場
合で18才ぐらい、男性の場合は22才で大体でき
上がります。最もバランスが良いのは、そのと
きに精神的な面も成人になってくれるのが一
番ベターです。何故かというと、体だけ大人に
なる、精神的な面だけ大人になるというのは決
して良いことではありません。バランス良く身
体も知識、智恵、頭脳も一元的に成長すること
が、人間の体には必要なことです。どちらも片
方だけでもいけない。精神的な能力も成人と同
じところまで、持っていくためには、自分でスト
レスマネージメントをして自分にかかってく
るストレスをクリアすることによりf余々に精
神面も強くなってきます。この両方がうまく、
成人という形で一致してでき上がればこんな
良い事はないのですが、なかなか人間というのは
難しくて、そんなバランス良くいかないのです。
それでも一般的に精神的に大人になり、それ
から骨格一体、内臓機能がみんなでき上がると
いうのが20歳ぐらい、それで成人式を20歳にし
ているのです。現在は個体差というか、個人に
よって非常に違うことが良く言われます。だか
らそれをちゃんと親なり指導者がある程度見
定めて教育する必要が出てくるのです。
この頃の体力は、やり方によっては30才を過
ぎても体力を維持することができます。それは
非常に努力が必要なのですが、身体活動の中で
はそれがあ才ぐらいまでならできる可能性があ
ります。頭脳は伸びに限界がなく、 80才になっ
ても努力すればまだまだ脳の開発は進むのだ
と言われています。やらなければそのまま落ち
るO だけどやった結果としてそれが徐々に落ち
るのと、まるっきりやらないでどんどん落ちる
のと、そこが成人前後のときの個人の努力の差
なのです。体力なんて無くてもいいやと、運動
などほとんどやったことない。そんなことにも
平気で70才、 80才まで生きている人はいます。
っ
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それはそれで、間違っていないのですが、ある程
度努力をした結果の体力、それから努力をした
結果の能力を一生持てるか持てないかで、人間
の生活の質は大きな差がつくことになります。
だからそのときに生涯学習の面もそうですし、
生涯スポーツの面もいかに レベルアップして
自分の一生を考えるかということを、いつ教育
するかが今後問題だと思います。 いまの学生
は、成人としての一つの転換期を迎えています。
そこで、生涯学習、生涯スポーツなどを意識し
て、自分たちでスポーツなり勉強しているかど
うかは非常に疑問です。それは個人の問題だと
いえばそれまでですが、固としては全体的なレ
ベルを上げて、しかも先ほど述べたように病人
とか、身体学のできないような状態ではない高
齢者になってほしいと願っています。
s 壮年での生涯スポーツの必要性
皆さん知らないと思いますが、厚生労働省が
日本で一番予算を握っていて、政府予算の20%
ぐらい厚生労働省が扱っている形になってい
ます。文部科学省は本来なら国家予算の少なく
とも1/5、場合によっては1/3ぐらい使っても良
いくらいのものなのですが、日本という国は、
それが1/10ぐらいになって、それでも文部科学
省の予算というのは周りから盗られてしまうと
いう不思議な固なのです。国家予算の中で、教
育予算が最も少ない国が日本です。これはもう
世界中と比べて極端に少ない。なぜそこまで削
れるのかと思うくらい少ない。世界の国は、国
の基本は教育であるということが昔から言われ
ています。しかし、日本の国家予算の中での文
科省予算というか、教育予算は非常に少ない
です。来年の国の予算が決まるときにちょっと
文科省の予算がどのくらいあるかを見ればすぐ
分かりると思いますから覚えておいてください。
青年が過ぎて壮年になります。30才以降40才
になる人聞が一番力があって生命力にも溢れ、
子供をつくりそれを育て、それから仕事もある
程度のレベルになって部下ができて、人間とし
て最も働けるときというのがその壮年という
形になるのです。その壮年のときに結果は青年
のときに努力した結果が壮年のときに出てく
るo体力、能力、仕事に対する判断力、全部青
年のときにいろいろな形で能力をレベルア ッ
プしたのが、壮年の30代、 40代の後半までに全
部結果として出てくる。いきなりここで爆発的
に体力が強くなったり、能力が上がるなんてこ
とはありませんo結果として長い教育期間から
越えた青年のときに自分がどのくらい努力し
たか。それから自分がス トレスクリアと良く 言
うのですが、色々なストレスを自分の中でマネ
ジメン トしてそれを越えることによって精神力、
それから耐久力を育てることによってそれが上
がってきたのを使うのがその壮年のときです。
その壮年のときに十分その能力があれば当
然周りがほっとかないし、自分の仕事もどんど
ん伸びるし、それから着いてくるのはどんどん
着いてきます。それから仕事の幅もどんどん広
げられる D そのときに人間の生命力というか、
体力、知力と能力がピークから少しずつずれる
わけです。少しずつ壮年のときにそれらが落ち
てくるわけです。そのときに生涯スポーツや生
涯学習がなぜ必要かというと、それらを極端に
? ???
落とさない、維持 ・増進に繋がるわけです。で
きれば青年期の最後の方の能力をずっと維持
していくような自分自身の研鎖というか、自分
で自分の筋力と能力を維持するように努力す
ることが大事であります。
その努力によって、次の中年と高年を迎える
ときに、能力を維持できるかに差が出てきます。
少し落ちながらだんだんと中年になるo そうな
ると体力が変わったなというのが自分で分か
るようになるo そのときに生涯スポーツとして
は何をするかというと、それを維持するのでは
なくて何とか急激に落ちないことに努力する。
それは生きている上で当然やらなければいけ
ないし、その後の高齢者になったときに自分自
身がどのように生きるかの答えになってくるo
だから中年のときに体力が無くなった、体力が
落ちたと思ってそのままあきらめると、老年に
なったときに大変な速度で下に落ちていく D そ
れを何とか維持、しかも頑張るのが中年の大事
なところです。
家庭でもいろんな事があるでしょう o 部下も
上司もあって、中間管理職など言われる時期で
すが、そういう状況のときにそのまま体力、能
力が萎んで落ちていくのではなくて、何とかそ
こで維持する o だから爆発的な運動能力とか、
能力の回復は無理ですが、少なくとも徐々にそ
れが落ちることを意識して自分の体を鍛えて
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おくことが非常に必要になってくるo
s 生涯にわたるスポーツの実践を目
指して
いま高齢者の問題になっている人たちは皆
そのときに、ある程度努力しなかった結果なの
です。人間は誰でもだんだん老いていくわけで
す。いくら頑張ったってあるとき日本は114才
という最高齢の人がいましたけれど、今最長老
は107才くらいです。人聞がどこまで生きられ
るかは、もちろんDNAの問題、それから遺伝
子、それから環境などいろいろなことがありま
すが、多分に自分がどのくらい努力したかの結
果なのです。弱者がず、っと弱者でいる必要はな
いのです。自分が努力すれば大概のことはいく
らでもできる。ただ努力して目に見えてレベル
アップできるのは、さっき言ったように20代か
ら30代までの、まだ十分体力を蓄えられるとき
に、十分な身体能力と研修をしなければいけな
いということが生涯スポーツの最も重要なと
ころです。
それで最後、高齢者になって60才になり70才
になり、 80才になったときにあきらめない。自
分で何ができるか。それから人に頼らないでど
のくらい生きられるか。それからうまく行けば
人の世話がどのくらい見られるか。それがこれ
からの高齢者に与えられる義務なのです。その
義務を果たすためには、自分自身がある程度生
涯スポーツをやり、生涯学習をチャレンジするo
それから筋肉活動が十分できるような状態で
道程を迎える。これが生涯スポーツの目的です。
例えば人口100人に対して1人の高齢者が、一
方で健康であるo ところがもう1人の高齢者は
寝たきり老人である。そうするとさっき言った
ようにその1人に対して6人の人たちが関わらな
ければならない。それが高齢者の中で100人に
対して5人ぐらい寝たきり老人がいると、 30人
がそれに関わることになります。その問題が、
今後のどの国でも最も大きな社会問題になっ
てきつつあります。
病院に行くとわかるように、年寄りがずっ
と待合室にたむろしているわけですが、そう
いうことを無くすような方針をとらなければ
いけない。大変難しいことですが、それを成
功している固もあります。ただ今日みたいな
話ができる国とできない国があります。最初
に言いましたように、発展途上国とか低開発
国とかはまだほとんど平均寿命が50才を越え
ていないのです。
日本も日清、日露の戦争を越えて、それから
徴兵制がちゃんと確立して、色々なところで固
との争いをしていたときは寿命が50才を越えて
なかったのです。これが第二次世界大戦の後に
日本の平和を守るために、 GHQがやったこと
ではありますが、非常に保健衛生について力を
入れたために、日本はいち早く世界の国の中で
は長寿国となったのです。そういう状態になれ
ない国というのは今いっぱいあります。現実に
戦争をやっている国は平均寿命なんていう話、
それから生涯スポーツも、それから生涯学習も
ないのです。いつ死んでもおかしくない国はい
くらでもあるわけですから、そういうことを考
えると日本という国は、非常に恵まれています。
第二次世界大戦が終わってからずっと戦争
をしていないのは唯一日本だけです。イギリス
もアメリカもドイツもフランスもみんなどこ
かと内戦なり、国同士の戦争をやっています。
65年間1945年に第二次世界大戦が終わってから
一度も国家としての争いに参加していないと
いう固は日本だけなのです。だからこうやって
平和でいられるわけです。今不景気だとか何と
か言っていますけど、食べることに困っている
わけではないわけです。それから衣食住に欠い
ているわけではありません。だけど現実にそれ
さえが無い国や地域がいくらでもあります。
今、教育は何らかの形で場所があり、そこに
は指導者がいて指導を受けることのできる環
境があります。ところが生涯学習、生涯スポー
ツというのは誰かが指導者ではないのです。も
ちろん自分が頼めば指導者は頼めるし勉強も
させてくれますが、それを実際に行うのは全て
自分の気持ち次第です。今日ここに80名ぐらい
おりますが、自分の体は自分で鍛える。それに
よって十分な体力と能力を持って、中年、高年、
老年になってほしい。そのことを覚えておいて
もらいたいです。
s 最後に
専修大学はそこそこの大学になりました。つ
い数十年前はレベルの低い大学だったのです。
それが今、 2万人の大学になり、受験生3万人を
毎年受け入れている大学です。どの大学にも負
けることのない、スタートに並ぶことができま
した。これからどこまで努力してどう結果を出
すのかというのが専修大学の今後の課題です。
スタートダッシュが遅い傾向にはありますが、
少なくとも力を常に蓄えている大学になって
ほしいと願っています。
今皆さんは幸せな状況です。この幸せを続け
るには楽しくだけではなくて努力もしなけれ
ばいけません。無駄に過ごさない。ゃったこと
はけして無駄にならない。努力した結果、生涯
において必ずレベルアップすることを考えて
ください。
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